
一般社団法人日本パブリックアフェアーズ協会（東京都港区、代表理事：増田寛也）は、
この度、社会福祉法人日本医療伝道会衣笠病院グループ相談役 よこすか地域包括ケア推進
センター長 武藤正樹氏が当協会のアドバイザーに就任したことをお知らせします。

武藤氏は、中央社会保険医療協議会の入院医療等の調査評価分科会会長や内閣府の高度情
報通信ネットワーク社会推進戦略本部「医療情報化に関するタスクフォース」レセプト情報
等活用作業部会座長など、政府検討会議の要職を多数務めた経験があり、現在は内閣府の規
制改革推進会議に医療・介護ワーキンググループ専門委員として参画しています。長年に渡
り国の医療政策に携わってこられた武藤氏の深い見識と幅広い専門知識は、当協会が医療分
野において質の高い政策提言や政府関係者との緻密な議論を行っていく上で大きな力となり
ます。

当協会では、今後も、市民、政治家、行政が参加するオープンな議論と政策検討の場を用
意する「パブリックアフェアーズ活動」の概念普及を推進し、政府機関だけでは解決策を考
察・実行することが困難な社会課題に対し、民間の活力と叡智を取り入れた解決策を提供し
ていくための議論や研究を行っていきます。

【武藤正樹氏ご経歴】
1974年新潟大学医学部卒業、国立横浜病院にて外科医師として勤務。同病院在籍中86年～88

年までニューヨーク州立大学家庭医療学科に留学。1994年に国立医療・病院管理研究所医療
政策部長、1995年に国立長野病院副院長、2006年に国際医療福祉大学三田病院副院長・国際
医療福祉大学大学院教授、国際医療福祉総合研究所長に就任。2013年4月より国際医療福祉
大学大学院教授(医療経営管理分野責任者)、2014年4月より参議院厚生労働委員会調査室客員
調査員(兼務)、2018年4月より国際医療福祉大学大学院教授（医療経営管理分野責任者、医科
研究科医療福祉管理分野責任者、国際医療福祉大学医療マネジメント学科）を務め、2020年
7月から現職。
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【主な著作】
2025年へのカウントダウン〜地域医療構想と地域包括
ケアはこうなる』（医学通信社2015年）、『ジェネリ
ック医薬品の新たなロードマップ』（医学通信社2015

年）、『医療と介護のクロスロード』（医学通信社
2018年）、“脱病院“で始まる地域医療福祉入門（ぱる
出版2019年）、2040年―医療＆介護のデッドライン
（医学通信社2019年）、新型コロナで医療が変わる
（日本医学出版2020年）
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■理事一覧
代表理事 増田 寛也

理事 市川 芳明

理事 岩本 隆

理事 酒井 光郎

監事 阿部 洸三

■事務局
「一般社団法人日本パブリックアフェアーズ協会」事務局
TEL：03-6821-7869  / FAX：03-6673-4282

■提供サービス
公共政策一括検索サービス https://policysearch.j-paa.or.jp

■URL
Webサイト https://www.j-paa.or.jp
Facebook https://www.facebook.com/japanpublicaffairs
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東京大学公共政策大学院客員教授
元総務大臣、元内閣府特命担当大臣、元岩手県知事

多摩大学ルール形成戦略研究所客員教授
東京都市大学環境学部客員教授

慶應義塾大学大学院経営管理研究科特任教授

パブリックアフェアーズジャパン株式会社
公共政策コンサルタント

TMI総合法律事務所弁護士
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